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2. 糸魚川市の人口と公共交通利用者数

●糸魚川市は、人口減少が続いており、高齢化率も増加しています。

　●人口減少もあり、公共交通利用者は減少傾向となっています。
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［出典：糸魚川市総合計画］

［出典：糸魚川市統計要覧ほか］
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2 公共交通に対する市民認知
　市民の公共交通に対しての認識は、糸魚川市総合計画策定に向けての市民アンケート結

果（令和2年10月実施）から、「交通の便が良いとは思っていない」「現状の公共交通に不満」

「公共交通は重要」と考えている人が多くなっています。

［出典：糸魚川市総合計画アンケート結果］

糸魚川市についてどのように感じていますか？
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2. 取り組むべき課題

　人口減少や少子高齢化など他の計画と総合的に取り組むべき課題もあることから、本計

画において取り組むべき課題を次のとおり設定します。

［出典：糸魚川市独自調査 R5時点］

課題１　公共交通を支える人材の減少
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年齢層の偏りは、急激な運転手不足の要因となります。

運転手の減少は、交通サービスの低下に直結します。

バス運転手　年齢構成

路線バスの運行に必要な運転手の充足率

タクシー運転手　年齢構成

不足

充足運行状況から必要とされる運転手の人数

運転手
の確保
状況

運転手が不足

20代

（41％）

（39％）

（32％）

（18％）

（11％）

（30％）

●公共交通を支える運転手の減少と高齢化が進んでおります。
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課題２　公共交通利用者の減少

路線バスの利用者数と補助金額

行政
負担額
（補助金額）

［出典：生活交通確保対策事業補助金資料］

利用者の減少により、行政負担が増加しています。

［出典：運転免許統計］

公共交通を必要とする高齢者は、一定数存在します。

高齢者人口と公共交通を必要とする人数（新潟県）

公共交通が
　　　必要な方

免許所有者

H30
712千人

298千人

公共交通が
　　　必要な方

免許所有者

R4
716千人

269千人

免許返納件数　8,611件 免許返納件数　7,446件

●人口減少と少子化、マイカーの普及により、公共交通利用者の減少が続いています。

●公共交通を支える運転手の減少と高齢化が進んでおります。
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課題３　社会に合った交通手段の確保

公共交通への主なご意見

［出典：利用者アンケートなど］

移動に関するお困りごとや求めるものは多種多様です。

［出典：都市構造可視化計画］

中山間地域の高齢化率は、特に高い傾向です。

高齢化率の市内分布

40％～

30～40％

20～30％

10～20％

○○駅 ○○駅

自宅からバス停・駅

●自宅近くで乗り降りしたい
●荷物をもって歩けない

●段差が負担
●暑さ、寒さがつらい

バス・鉄道

●乗り方が分からない
●便数が少ない
●乗り降りが負担
●交通系ICカードが使えない

バス停・駅

●目的地まで直通の移動手段が欲しい
●運賃が高い

全　般

●多様化するニーズや高齢者への対応が求められています。

高齢化率の
高いエリア
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課題４　時代に合ったハード面の更新

バス車両の稼働年数

［出典：生活交通確保対策事業補助金資料］

長期間の使用により、突発的な故障や修繕が増えています。

利用者の利便性を考慮した設備更新が必要です。

●高齢化やDXを意識した車両や設備の更新が必要です。

20年以上
（13台）

10年以下
  （4台）

11～20年未満
（11台）

車両の設備等

路線バス タクシー

0％
軽油90％、 ガソリン10％

0％
LPG87％、 ガソリン13％

0％ 90％
翠ペイなど

64％
ノンステップ車両など

36％
ユニバーサルデザイン車両

環境に配慮した車両導入
　　　　　　　（電気バスなど）

キャッシュレス対応

バリアフリー対応














































